
為替週間展望＝ドル円は１０７～１０８円台でのもみ合いか

　　　　　　　　　　［９月２３日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    9 月 16 日～ 9 月 20 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  107.64   108.48(18)    107.46(16)    107.87   -0.22

ユーロ・ドル  1.1075   1.1093(16)    1.0990(17)    1.1058   -0.0015

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    22,079.09      +90.80     日本10年債利回り  -0.219   -0.066

ダウ平均株価    27,094.79     -124.73     米10年債利回り     1.784   -0.112

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２３日　カナダ７月卸売売上高

２４日　日本７月景気動向指数改定値

　　　　独９月ｉｆｏ景況感指数

　　　　米７月住宅価格指数、米７月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数

　　　　米９月消費者信頼感指数

２５日　ＮＺ８月貿易収支

　　　　日銀金融政策決定会合議事要旨（７月２９～３０日分）

　　　　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　米８月新築住宅販売件数

２６日　米第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値、米新規失業保険申請件数

２７日　米８月個人所得・個人支出、米８月耐久財受注

　　　　米９月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ＦＯＭＣよりも米中貿易協議の進展への期待感の方が勝り、株高や

ドル買い円売りにつながる可能性が高く、米中の歩み寄り姿勢が続くようなら、ドル円

は上昇ペースが鈍化するものの、堅調な流れが継続するとした。

　　　　

【ＦＯＭＣ、日銀金融政策決定会合を無難に通過】

　１４日にサウジアラビアの石油施設がドローンで攻撃されたことでＮＹ原油が急騰し

て、地政学的リスクが高まった。ただ、１７日にはサウジアラビアのエネルギー相が月

内に生産水準が元の水準まで回復すると表明したことから、ＮＹ原油は急反落してお

り、中東情勢への懸念もやや後退した。

　　

　サウジの石油施設攻撃で、ドル円はリスク回避の動きから１６日に１０８円台前半か

ら１０７円台半ばまで急落したものの、その後は１０８円台を回復するなど、底堅い動

きを見せた。１６日の米国株は１４２ドル安と売りに押された。翌１７日にはＮＹダウ

は３３ドル高。中東情勢への警戒感が一服すると、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

待ちの様相を呈して小動きとなった。

　　

　９月１７～１８日のＦＯＭＣでは大方の予想通り、０．２５％の利下げを決め、フェ

デラルファンド（ＦＦ）レートの誘導目標を、年２．００～２．２５％から１．７５～

２．００％に引き下げた。

　　

　ただ、参加メンバーの年末時点での金利見通しを示したドット・プロットは、さらな

る追加利下げ主張が７名と最多となったものの、下げた水準での維持が５名、下げる前
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の水準が５名と意見が割れた。予想中央値は１．８７５％となり、この数値を見る限り

は２０１９年末までの追加利下げ予想回数はゼロとなった。今回、投票権を持つ１０名

のうち、２名が利下げに反対した。あと１名は０．５０％の利下げを求めるなど、３名

が０．２５％の利下げに反対票を投じた。

　　

　ＦＯＭＣの結果は市場の予想ほどハト派的ではなかったが、パウエル議長は記者会見

で、経済が弱まれば追加利下げが必要となる可能性にも言及しており、経済指標次第で

は一段の利下げに踏み込む可能性も示唆している。

　　

　１８～１９日の日銀金融政策決定会合では、日銀は金融政策の現状維持を決めた。マ

イナス金利の深掘りなど追加緩和策を打ち出してくると予想する向きもあったが、肩透

かしを食った格好となった。日銀の結果発表前からドル円は下落しており、１０８円台

半ばから１０７円台後半まで下落して、その後は下げ一服となった。日銀の黒田総裁は

記者会見で、追加緩和に前向きな姿勢を示したものの、これまでの長期に及ぶ金融緩和

で余力が小さくなっているとの見方もあり、市場の反応は乏しかった。

　　

　ＦＯＭＣと日銀金融政策決定会合を通過して、次の焦点は米中貿易協議となる。１０

月に再開予定の米中閣僚級協議に先立ち、９月１９日より次官級による協議が行われて

おり、その動向が注目される。

　　

　米中貿易協議進展への期待感や堅調な日米の株価などを背景にドル円は底堅い動きを

見せることとなりそうだ。ドル円は大きく上値を追う材料には乏しく、１０７～１０８

円台を中心とするもみ合いが見込まれる。なお、日経平均は過熱感が警戒されるレベル

まで上昇してきており、日経平均が値を崩すようなことになれば、ドル円も上値を抑え

られる可能性が出てくる。ドル円の目先の予想レンジは、１０７．００～１０９．００

円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２４日に日本７月景気動向指数改定値、

米７月住宅価格指数、米７月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数、米９月消費者信頼感指

数、２５日に日銀金融政策決定会合議事要旨（７月２９～３０日分）、米８月新築住宅

販売件数、２６日　米第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値、米新規失業保険申請件

数。２７日　米８月個人所得・個人支出、米８月耐久財受注、米９月ミシガン大学消費

者信頼感指数確報値などがある。

　　

【ユーロドルは方向性を探る動きか】

　１２日の欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会後にユーロドルは荒れた動きを見せたもの

の、その後はおおむね１．１０００～１．１１００ドルのレンジ内で推移している。こ

のところは米国やドイツの経済指標などを眺めて一進一退の動きが続いている。目先は

米中貿易協議の動向などに左右されて、もみ合いながら方向感を探る動きになるとみら

れる。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．０９５０～１．１１５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２３日にカナダ７月卸売売上高、２４日に

独９月ＩＦＯ景況感指数、２５日にＮＺ８月貿易収支、ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策

金利などがある。

　　

（ミンカブ　佐藤昌彦）
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